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４．事業承継について 
問２７．事業承継の実施状況 

 

「すでに実施している」(18.1%)、「実施していない」(73.3%)であり、「実施していない」

は「すでに実施している」より 55.2 ポイント高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すでに実施して

いる
18.1%

実施していない
73.3%

無回答
8.6%

2015 年以降の事業継承の実施状況について伺いします。【SA】　

n=337
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問２８．事業承継意向 

 

最も多いのは「自分の代で廃業を検討」(40.1%)である。次いで「家族や親族、従業

員に事業承継を検討　」(21.5%)、「まだ考えていない」(19.4%)の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族や親族、従

業員に事業承継

を検討　
21.5%

事業譲渡や売却等

による事業承継を

検討
2.4%

自分の代で廃業を

検討
40.1%

事業承継と廃業の

いずれかで迷って

いる
6.9%

まだ考えていない
19.4%

答えられ

ない
9.7%

無回答
0.0%

問２７で「２．実施していない」と回答した方に事業承継の意向について伺いま

す。【MA】　

n=247
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問２９．事業承継時期 

 

最も多いのは「未定」(45.8%)である。次いで「５年以上先」(23.7%)、「３～５年後」

(18.6%)の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年未満
3.4% １～２年後

5.1%

３～５年後
18.6%

５年以上先
23.7%

未定
45.8%

無回答
3.4%

問２８で「１．家族や親族、従業員に事業承継を検討」「２．事業譲渡や売却等に

よる事業承継を検討」と回答した方に事業継承を考えている時期について伺います。

【SA】　

n=59
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問３０．事業承継の課題 

 

最も多いのは「事業の将来性」(39.5%)である。次いで「特にない」(25.5%)、「近年

の業績」(17.8%)の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

39.5

17.8

14.5

13.4

12.5

11.9

10.7

7.4

5.3

3.3

25.5

10.4

0 10 20 30 40 50

%

事業の将来性

近年の業績

取引先との関係維持

後継者を補佐する人材の確保

後継者を探すこと

後継者の経営力育成

従業員との関係維持

金融機関との調整（個人保証等）

後継者の了承を得ること

その他

特にない

無回答

事業承継を実施した際の課題、もしくは検討するうえでの課題について伺います。

【MA】　

n=337
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問３１．事業承継の支援策 

 

最も多いのは「特に求める支援策はない」(34.1%)である。次いで「助成金・補助金

制度」(31.2%)、「低金利融資、無担保融資」(13.1%)の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31.2
13.1

8.6
5.6
5.6

4.5
4.2

3.0
2.7
2.7
2.4
2.4

3.6
34.1

17.5

0 10 20 30 40

%

助成金・補助金制度

低金利融資、無担保融資

経営相談窓口の設置

企業間の人材マッチング支援

協働企業のマッチング

専門家・指導者の派遣、支援機関の紹介

ＨＰ・ＳＮＳ等インターネット活用支援

市場・商圏情報の提供

セミナー・研修会の開催

市によるＰＲ活動

他業種交流会の開催

取り組み成功事例の紹介

その他

特に求める支援策はない

無回答

どの よ うな 支 援策 があ れば 、 事業 承 継が 進め や すく な るか 伺い ま す。　　　　　　　　

【MA】　

n=337
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５．デジタル化について 
問３２．DX（デジタルトランスフォーメーション）の認知度 

 

最も多いのは「聞いたことはあるが、詳しくわからない」(32.6%)である。次いで「知

っている」(30.3%)、「聞いたことがない」(29.4%)の順である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っている
30.3%

聞いたことはある

が、詳しくわから

ない
32.6%

聞いたことがない
29.4%

無回答
7.7%

DX（デジタルトランスフォーメーション）という言葉をご存じか伺います。　　　

【SA】　

n=337
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問３３．DX の重要度 

 

最も多いのは「事業方針上の優先順位は高い」(29.4%)である。次いで「事業方針上

の優先順位はやや高い」(26.5%)、「特に重要性・必要性を感じていない」(18.6%)の順

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業方針上の優先

順位は高い
29.4%

事業方針上の優先

順位はやや高い
26.5%

事業方針上の優先

順位はやや低い
11.8%

特に重要性・

必要性を感じ

ていない
18.6%

わからない
11.8%

無回答
2.0%

問３２で「１．知っている」と回答した方に DX 導入の重要度について伺います。

【MA】　

n=102
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問３４．DX 推進における課題 

 

最も多いのは「特にない」(33.8%)である。次いで「デジタル化を推進できる人材が

いない」(22.3%)、「導入・運用コストが負担できない」(21.7%)の順である。 

 

 
 

 

 

 

22.3

21.7

18.1

13.4

13.1

13.1

12.5

12.5

6.8

6.8

3.0

2.4

33.8

13.4

0 10 20 30 40
%

デジタル化を推進できる人材がいない

導入・運用コストが負担できない

従業員がデジタル化ツール・システムを使いこなせな

い

費用対効果がわからない・測りにくい

既存システムからの切り替えが難しい

トラブル発生時の対応が困難

情報流出が懸念される

適切なデジタル化ツール・システムがわからない

適切な連携先・相談先が見つからない

どの分野・業務をデジタル化するべきかわからない

取り組みは行っているが成果・収益があがらない

その他

特にない

無回答

貴事業所において、DX を推進するうえでの課題について伺います。【MA】　

n=337
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問３５．DX 推進への支援策 

 

最も多いのは「特に求める支援策はない」(32.6%)である。次いで「設備投資に関す

る助成金・補助金制度」(16.0%)、「雇用に関する助成金・補助金制度」(11.6%)の順で

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16.0
11.6

10.4
10.1

9.5
8.9

7.7
4.5
4.2
3.9

3.0
3.0

1.5
2.4

32.6
22.0

0 10 20 30 40
%

設備投資に関する助成金・補助金制度

雇用に関する助成金・補助金制度

専門家・指導者の派遣、支援機関の紹介

セミナー・研修会の開催

低金利融資、無担保融資

経営相談窓口の設置

デジタル人材の紹介

表記以外に関する助成金・補助金制度

研究開発に関する助成金・補助金制度

市によるＰＲ活動

取り組み成功事例の紹介

ＨＰ・ＳＮＳ等インターネット活用支援

協働企業のマッチング

その他

特に求める支援策はない

無回答

どのような支援策があれば、DX を進めやすくなるか伺います。【MA】　

n=337


